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図－1地下駐車場平面図  

1．はじめに  

空調・換気・排煙などの設備は，建物を使用する人の  

健康や安全に大きな関わりがある．それらの設備計画の  

有効性を検証する方法としては，理論に基づいた机上計  

算，コンピュータによる数値シミュレーーション，或いは  

実物や模擬による実験などが挙げられる．   

本稿は，新築マンション地下駐車場の換気設備計画に  

ついて，数値シミュレーションによる検討と，類似した  

空間をもつ地下駐車場での実測との両面から検討した結  

果を報告している．  

国－2 全体解析結果（床上1．Om平面・風連ベクトル図）  

3．数値シミュレーション   

（1）解析方法   

数値シミュレーションは以下の2段階に分けて行った．   

なお，本解析には㈱構造計画研究所「HOTFLOWⅡ」  

を使用し，乱流解析（k－∈モデル）を行っている．  

①全体解析：地下駐車場全体をモデル化して，全体的な  

涜れ，特に車路部分の気流を把握することを目的とする．  

この場合．排気フアンだけを考慮し，送風械を設置して  

いないこととした．  

②部分解析：送風機を背面壁上部に1台設置した駐車ス  

ペースに，車路部分を追加した空間を設定し，駐車スペ  

ース内の気涜特性を把握することを目的とする．解析領  

域は，図－1における斜線部分であり，幅6．7m，奥行  

8．Om（璧3．5m＋車路4．5m），高さ3．Omである．車路部  

分の風速としては，全体解析で得られた結果を用いてい  

る．  

（2）解析結果   

全体解析の結果（風連ベクトル図）を図一2に示す．車  

路部分では，風速0．25m庵前後を示しているが，駐車スペ  

ース内では大半の部分が風連0．1m／s以下を示している．  

つまり，駐車スペース内での流れ，特に草路への吹出方  

向成分が小さいことが分かる．従って，COおよびCO2濃  

度の机上検討の結果（本報告では省略）も含めて検討す  

ると，排気ガスの滞留が予想されるため．送風機の必要  

性が示された．   

全体解析の結果を受けて，部分解析では送風機を設置  

した場合の駐車スペース内の気流を詳細に観察する．   

部分解析の結果を図一3（a）（b）（風速ベクトル図）に  
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2．目的  

対象となる地下駐車場（園－1）は．横に長大な無窓  

空間である．換気方式は最奥部に排気フアンを設置し，  

出人口開口から自然に拾気を取り込む第3種換気を採用  

している．駐車スペース（1区画2台）は構造上の耐力  

壁で三方を囲まれ，半ば閉鎖された空間になっている．  

駐車スペース内は気流が緩慢になり，車両からの排気ガ  

スが滞留することが懸念されるので，駐車スペースから  

車路部分ヘガスの排出を促すために，上記排気フアンの  

他に各駐車スペースに空気搬送用フアン（ロングフアン，  

以後「送風機」と表記）を設置している．   

本解析は送風機の必要性および有効性を確認すること  

を目的とする．   
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6．7（m）  義一1風連測定結果  

風速  壁からの距離  

（m／s）  3．0（m）  5．7（m）  10．0（m）   

床上1．0（m）  0．80   0．52   0．40   

床上0．1（m）  0．31   0．82   0．65   

車路  

4．5（m）  

・帽器l 

駐車スペース  

3．5（m）   

（a）床上1．5m平面   

駐車スベースごIm＝ 車削5－  図－4 測定位置概要図  

（3）煙流動測定   

送風機を作動させた状態で，自動車排気ガスにみたて  

た煙を発生させ．排煙される様子を観察した．発生した  

煙は，送風機により上方へ吸引され，送風機の吹出口に  

おいて斜め下前方に吹出される．吹出された気涜は，背  

面壁から4．Om前後のところで床面に到達し，その後は地  

面を這うように進み，車路部分に流れ出る．  
図－3 部分解析結果（風速ベクトル）  

示す．この図から送風機の設置により，駐車スペース内  

で循環流が生成されるなど，気流の動きが発達し，換気  

性能が向上することが分かる．但し，送風機からの気流  

が床面付近までは到達していない．そこで実測により，送  

風機の有効性を確認する必要性が示された．  

5．おわりに  

地下駐車場における送風機設置に対する必要性および  

有効性の確認のために，コンピュータによる数値シミュ  

レーションおよび類似の駐車場をf削－た実測を行った．   

その結果，数値シミュレーションでは送風機設置の必  

要性，実測ではその有効性が確認された．   

数値シミュレーションでは送風機による循環流などの  

気流生成の様子は確認されたが，全体的に風速値が小さ  

く，吹出された気流が床面まで到達しなかった．一方，実  

測では．送風機による流れが床面を這っていく様子が観  

測され，その風速値も高い値を示した．   

以上の点から，数値シミュレーションの結果を定量的  

評価に結び付けることは難しいが，定性的評価は十分可  

能であることが確認された．また，送風機を設置しない  

場合との比較など条件の変更（本報告では省略）に関し  

ては，数値シミュレーションは実験などに比べて対応が  

簡便であり，その有効性が示された．   

本報告にあたり，日清紡績（株），日消紡トレーディング  

（楯および本社設備部の各位の御協力により実験場所・設  

備を提供して頂きました．ここに記して深く感謝の意を  

表します．   

4．地下駐車場における実測   

（1）実測の概要   

送風機の有効性を確認するために，本設計と類似した  

地下駐車場を備えた日清紡績（柵本社ビルにおいて，風速  

ならびに煙流動測定を行った．駐車スペースは，幅5．4m，  

奥行11．4m（壁5．7m＋車路5．7m），高さ3．7mで，送風機  

は高さ3．Omに設置している．  

（2）風速測定   

駐車スペース中央の位置で測定した風連の一例を表－  

1に，その概要を図一4に示す。この結果より，送風機か  

ら吹出された風速が，背面壁から5．7m離れた床上0．1mの  

測定点（図－4黒丸部分）でも0．82mノsと高い値を保って  

いることが分かる．つまり，送風機から吹出された気流  

が床面に沿って車絡まで流れ出ている．  

150  


	2002/04/22 14:24 g021_31.tif

